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日本語の文 の構造 と文型指導
阪 田 雪 子
1・は じめ に
日本語教育で現在一般に行われている,いわゆる直接法 と呼ばれる教授
法は,学習者自身の主体的な言語行為を通して日本語 を身につけさせよう
とするものである。特に入門期にあっては,あ る場面で用いられるにふさ
わしい 日本語の表現形式をロ頭練習とい う実践的訓練 を通じて,理解 させ
るにとどまらず,自 らの主体的な言語行為として十分に使用できるまでに
指導しなけれぱならない。この表現形式を指導するとい うこと(一般に文
型指導 と呼ばれる)は,同時に経験的に目本語の文 の構造すなわち日本語
の文法体系を習得させることである。それだけに,ど のような表現形式を
取P上 げ指導 していくかは極めて重要である。
2・文 の持つ二つ の面
言語 による表現 とは,あ る何 かにつ いて・ だれかに 自分の意図 をもって
言 った り書 いた りす るこ と,す なわち客観的な事柄 に対 しての話 し手 の主
体的な表現 である。 したがって・一 つの文 には二つの面が ある と考 え られ
る。一 つは表現 の素材 として取 り上 げ られ た客観的な事柄(表現素材)に対
応する面 であ り,他 の一 つは表現主体 つま り話 し手や書 き手 の表現素材 の
とらえ方の態度や,相 手への働 きかけに対応す る主体的 な面 である。 た と
えば,次 の よ うな文 を考えてみる。
a。 門の前にだれかい る。
b.門 の前 にだれかい る らしい。
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C.門 の前にだれかい るかい。
d・ 門の前 にだれかい るよ。
e.門 の前にだれかい るね。
a～eの 文で,そ の表現素材 は共通 に 「門 の前 にだれかい るコ ト」で あ り,
それ を話 し手 自身 が認定 した り(a),推定 した り(b),あるいは相手 に問い
かけた り(c),知らせ た り(d),確認 した り(e〉す るなど,表 現素材 をめ ぐ
る話 し手 の態度 が加 わってa～eと い うそれ ぞれ 異 なった形式 の文 となっ
ているのである。 文の性格 は この話 し手 の態度 に よって決 まると言 える。
そ して,注 意 すべき こと.は,上の文 ではそれがすべ て文末 の形式 のちがい
となって表 われている とい うことである。aで は 「いる」 とい う動詞 の終
止形 が用 い られ,bで は 「らしい」 とい う助 動詞 の終止形 が,ま たc,d,e
ではそれ ぞれ 「かい」 「よ」「ね」 とい う助詞 が添 え られ て文が終 わってい
る。 さ らに,こ れ らが実際 の揚面で斉声 に よって豪現 され るなら,イ ン ト
ネーシ ョンもそれ ぞれ異 なる ものになる。
3・文型のとらえ方
このような特徴を具えた日本語の種々の表現形式 は,日本語 の文の類型
すなわち文型 として整理 していくことが可能である。この場合 に,表現素
材である叙述内容 を描 く部分の構造,つ まり文の構成要素の結びつきの関
係を中心 にみた 「文の構造に関する文型」 と,話 し手 の態度の面からとら
えた,つ まり文末 の部分を中心にみた 「表現意図に関す る文型」とい う二
つが考えられる。しか し,叙述内容 となる客観的な事柄はあくまでも表現
の素材でしかなく,話し手の主体的な態度が示 されて初めて文が成 り立つ
のである以上,こ の二つの文型のとらえ方は互 に重 なり合 うものであり,
文型 によって日本語を指導する場合には,こ れを総合的にとらえていかな
ければならない。特 に入門期 にあっては,文 型指導によって向時に文法の
指導が行われるので,提示する文型は日本語の構造上の特徴を体系的に整
理 したものである必要があ弘 格助詞の用法な ども重要なかかわりを持っ
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て くる・ また,授 業 が問答形式 をとれ ば必然的 に相手へ の働 きかけの面 で
の表現意図 を伴 うこ とにな り,イ ン トネーシ ョンの問題 も同時 に取 り上 げ
ね ぽな らない。
入門期 には 「基本文型 の指導」 を行 うとよ く言 われ るが,何 を基本的 な
文型 として取 り出すか もまた重要 な問題 である。 た とえば,「 ある行為 を
相手に要求 す る表現 」 として どんな形式 があるかみ てみ る と,「書 く」 を
例 に とれば次の よ うに種 々の表現 形式 が考え られる。
書 けo書 いて くれo書 いて もらお うo
書きな さい。 書 い て ください。 書 いて もらい ま しょう。
お書 きな さい。 書 い て くれ ないか。 書 いていただ きま しょう。
書 くこ と。 書 いて くれ ませんか。 な ど
書 いて くだ さいませんか。
このような多 くの表現形式 の中か らどれ を基本的な もの として取 り出 し指
導 するか。 また,こ れ らは表現意 図の面 か ら文末 の形式 についてだけみ た
が,具 体的 な場面 におい ては何 を書 くかが問題 であ り,
この字 を書 きなさい。
ここにあなたの名 まえを書 いて くだ さい。
などの表現 が用 い られ る。す なわち,場 面 と表現形式 の関係 を重視 す る授
業では当然 「読み なさい。」 「読 んで ください。」「話 しなさい。」 「話 して く
ださい。」 のよ うな動詞 の機械的 な置 き換 えだけの練習 では無意味 であ り,
「この字 を書 く」 とか 「ここにあなたの名 まえを書 く」 とい うよ うな文 の
構造が あ らか じめ指導 されてい る必 要が生ず る。 このよ うに,常 に構文 と
表現意図 との両面か ら考 えて,よ り基本 的な文型 を選 び出 していかね ばな
らないのである。それ故 に,文 型 による指導 を前提 として編 まれた各教科
書 も,そ れぞれ の編集者 の立揚や対象 とな る学習者 の 目的 のちがいに ょっ
て,文 型 の選び方,特 にその配列 の順序 はおのず か ら異 なってい る。
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4.述 語か らみ た文 の三分類 と文 型の提出順
日本語 の文 の構造 の特徴 として述語 が文末 に位置 する こ と が あ げ られ
る。文型 を考 える場合 に文 末部分 を中心 としてみてい く必 要 はこの点 か ら
も言 うことがで きる。まず 最 も単純 な言 い切 りの形 だけ を問題 に してみ る
とゴその形態的特徴 か ら次 の ような三つに分 け られ る。
1.動 詞 を述語 とす るもの。(動詞文)
2.形 容詞,形 容動詞 を述語 とす るもの。(形容詞文)
3.「名詞+だ 」 を述語 とす るもの。(名詞文)
この分類 は同時 に意味的 な特徴の ちが いとも対応 す る。 す なわ ち・1・ は
「(何が)どうす る ・どうな る」 の よ うに,何 らかの動作 ・作用 つ まり何 ら
かの変化 を表 わす。但 し,「い る ・あ るJの よ うに事物の存在す ること自
体 をそのまま表現す るものや,「見 える」 とか 「でき る」 の ように状 態 を
表 わす面 のほ うが強 い もの もある。2・は 「(何が)どんな だ」 の ように事物
の形状 や属性 を表 わす のが一般で あ り,3,は 「(何が)何だ」 の よ うに物事
についての判 断の結果 を表 わすのに用 い られる形式 である。
文型 を提 出する順序 を大 き く分類 すれぱ・まず以上 の三 つに基づ くと考
え られ 為。す なわ ち,最 初 に提出 す る文型 としては名詞文 が適当で ある と
か,動 詞 文 と形容詞 文は どち らを先 にするか とか,動 詞 文 の 中 で も 「あ
る ・いる」だ けを早 く提 出す るのが よい,な どである。個 々の文型 にっ い
てはすで に述べ られ たもの もあるので,こ こでは どんな文型 をどんな順序
で与 えるのが よいか につい てその基本 的な考え方 ・また・その指導上 の留
意点 な どを上 の三分類 に したがって見てい こう。
名詞文
多 くの教科書では名詞文を最初 に取 り上げ,「AはBで す。」 の形で提
示 している。 この形式は事物の一致を表わす表現であり,Aの 要素 として
指示代名詞,あ るいは人代名詞のような指示機能を有する語 を,Bの要素
としてはその被指示物が取 り上げられ,具 体的には 「これは本です。」 と
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か・「わた しは学生 です。」 とい うような文 として提示 され る。 これ は被指
物 としての物 ・入 とそれに働 く指示機能 との関係 を具体的 な動 作 に よっ
て,ま た視覚 を通 して理解 させやすい。
提示す る文の形式 は本来 学習者 に とってその まま表現 できる自然 な 日本
語であ ることが望 ましい。 そ して,そ こに用 い られている個 々の語 は学習
者 の使用 語彙 として表現面 に活用 できるものであるこ とが必 要 である。 し
か し,そ の反 面において,日 本語 の構造 を教 える と い う目的 があるので,
少 な くとも初 めの うちはか な り制約 され た表現 に な る こ と はや む をえな
い。 た とえば,「わた しは 、_で す。」「あなたは...です。」の文型練 習 で
は,
a,あ なたはジョンソンさんですかD
はい,わ たしはジ ョンソンです。
b,あ なたはだれ(どなた)ですか。
わ た しはジョンソンです。
のよ うな問答 が繰 り返 され るのが普通 であ る。・この揚合 に,相 手 の問 いか
けに対 して一 々 「わた しは ジョンソンです、」 と答えるのは 自然 ではな く,
a・では 「はい,そ うでず。」b,で はただ 「ジ ョンソンです。」 と答 え させ
るほ うがいい とい う意見 もある。確 かに実際 には一 々 「わ た しは...」 と
繰 り返す ことはないのであ るか ら,そ のよ うな言 い方 も教 えなければな ら
ないが,こ こでは 自分 の姓名や身分 ・職業 な どを言 い現わす基本 的な形式
として 「わた しは,.壁です。」 とい う言 い方 を教 え る の だ とい うこ とを忘
れてぽな らない。む しろ完全な形 を言わせ るよ うに し向け,十 分 な 口な ら
しができたあ とで 自然 な言 い方 を指導 すべ きであ る。同 じよ うにrAはB
です。」 の否定表現 と して 「AはBじ ゃあ りません。」 の言い方 を とる教
科書 もあ るが,こ れ もまず 「AはBで はあ りません。」 を指導 してお くほ
う斜rAはBで もあ りません。」 とい う形式の導入が容 易であろう。 この
ようなこ とは文型 に限 らず,そ の文型 を支 えてい る個々の語 につ いて も言
える。 まず問題 にな るのは二人称 の呼 び方 で あ る。昭和27年 の国語審議
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会建議 の 「これ か らの敬語」 によれ ば,一 人称 の 「わた し」 に対 し二 人称
には 「あなた」 を用 いるこ とを勧 めているが,現 実 の言語生活 におい て ど
こまで適用 させ られ るか は疑問であ り,実 際 に 目上 の 人 に 対 し て一様 に
rあなた」 と呼べ る現実 ではない。 教室の中 では先生 と学生,あ るい は学
生 同士 の関係 しかないか ら,
教 師 → 学生 あなた
学生 → 教師 先生
学生 → 学生 あなた
のよ うに呼 ばせれ ばよいが,教 師以外 の 目上 の人 で しか も名 まえ を知 らぬ
入 に向 かって何 と呼 ばせ るべ きか など・個 々の事例 につ いて一 々練習 させ
るこ とはできず,む ずか しい問題であ る.同 様 に 「あなたはだれ です か。」
なに ロん
とか 「あなたは何 人 です か、」 とい う言 い方 も教室の中 で は一応解決 して
しま う問題 であるが,一 般 には失礼な たずね方 であろ う。 「あなた」 の問
題 を別 にすれ ば,rだ れ」は 「どなたJを 教 えれ ば語 の入 れかえだけで構 文
的 な問題 は起 こさず にあ る程度解決す る・ しか し・ 「何入 」の場合 にはrあ
なたはどこの国 の方 ですか。」 とか 「あなたはお国は どち らですか。」 の よ
うな一般的 な言 い方 では構文的に も新 しい指導要素 が出 て.きて しま う・教
科書 で もでき うる限 り現実 の言語場 面で一般 に使われ る 自然 な表現 を取 り
上 げ て指導 す るこ とが望 まれ るのではあ るが,そ こで提示 され ている文型
σ)枠の 中で処理 で きるものでなけれ ば,い ろい ろな表現形式 がば らば ら1こ
提 出 され ることにな り文型指導の意 味が失 われ て しま う。通常,教 科書 に
載 って いるダイ ヤローグでは,「あの入 はだれ です か。」「あ の人は何人 で
す かの よ うに,rあ の人」 を主題 とす る場面 を つ くり待遇表現 を持 ち込 ま
な くて もすむ よ うな処理 をしてい るが,や は りあ る 程度の説明が必 要 と
な る。 ただ,極 めて初期 の段階では待遇表現 に関す る面 は 目をつぶ らね ば
な らな いこともある。
この事物 の一致 を表 わす 「AはBで す。」 の文型 は表現 意図の面か らさ
らに,
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これは本 ですか。(相手 の判 断 を求 める〉
これは本 ですか,辞 書 です か。(選択 をを求 める〉
これは何 ですか。(説明 を求め る)
あな たは田中 さんですね。(自分 の判断について相手 に確認す る〉
本 は どれ です か。(多 くの中か ら一つ を選択 す ることを求 める〉
などと広 げ られ る。 また一方,講 文の面で は 「A」「B」のそれぞれ に連体
修 節語(「一のJ「形容 詞 ・形 容動 詞の連体形」〉をつけた形式 に広げてい く
ことが可能で ある。
ここで注意 しなければな らないのは,表 現形式 が同 じで もその表 わす意
味 ボ揚面 に よって異なって くる場合 がある こと で あ る。「ぽ くは うなぎで
す 。」 の形 はその代表的 な例 であるが,こ の よ うな ものは揚面 を顧慮せず
にただ語 の入 れかえだけの練習 では無意味 であ り,こ の段階 では取 り上 げ
ないのが普通 である。 しか し,「駅 は どこですか。」 のよ うな表現は どうで
あろ う。
ここは どこです か。(地図のあ る地 点 をさして)
そ こは京都 です。
と同 じもの(「ここ」 の代わ.りに具体的 な場所 の名 を表 わす 「駅 」がはい っ
たにす ぎない)と考 えやす いが,形 式 としては同 じで あっても 「駅 は どこ
です か。」 はここで取 り上 げている 「事物 の一致」 表 をわ しているのでは
な く,r、駅 のある場所」 をたずね てい る0)である。
a・ わた しの 国はアメ リカです。
b.わ た しの うちは中野 です。
の両者 も表現形式 は同 じで あっても,同 一 の意味 を表わナ形式 として同 じ
に取 り扱 うこ とはでき ない。 「駅 はあそ こです。」 「わたの しうちは中野で
す,」り ょうな ものは,「AはBに あ ります。」とい う存在 を表 わす形式 を指
導 したあとで提出すべき ものであ る。形 が同 じで も表 わす意味 がちが うと
い う点では,連 体修飾語 として用 い られ る 「一の」 について も同様 な こと
が言 えよう。
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田中 さんの くつ スケー トの くつ 革 の くつ 茶色の くつ な ど
表現 内容 と表現形式 との関係 は教 師の頭の 中 で よ く整 理 されていな い と,
学 習者 に混 乱 を起 こさせ ることにもなる。
名詞文 の応用 として,「本 とノー トは私 のです。 けれ ども(しか し),辞書
は田中 さんのです 。」 のよ うに接続詞 の使用,あ るいは 「_,私 のです が,
辞書 は ・一 。」 の よ うに接続助詞 の使用や,「 これ は本 で,あ れは辞書で
す。」の よ うな重文 の指導 などへ も発展 させ てい くことがで きる,
形 容 詞 文
形容 詞文は どの教科書 も比較的早 い課 で提出 されている。形容詞文 は動
詞文 と比 べ構 文的に格 の問題 などが単純 なためで もあろ う。文末 の形 式に
ついては異論 もあるが,
きよ うは暑 いです。
き ょ うは暑 くないです。
きの うは暑 か ったです。
きの うは暑 くなか ったです。
の形 を指導す る教科書 が多 い。 これは 「です」 を除いた形 がそのまま連体
修飾語 とな りうることな どに もよると思 われ るが・「暑 くあ りません」「暑
くあ りませんで した」 に もふれ てお く必要 はあろ う.指 導上か ら言 えば,
形容詞 と形容動詞(教科書では 「一い型形容詞,紺 な型形容詞」 とか 「形
容詞1グ ルー プ,形 容詞IIグル ープ」 な どと区別 してい るものが多い)の
指導 は,名 詞文 の段 階で,あ るい は 「ある ・いる」 の存在 を表 わす言 い方
な どが提 出 されてい るな らば,そ れ らの文型 の中 でまず連体修飾語 として
提出 し,「～い」「例な」 とい う形 の ちが いを十分 に定着 させ た後,そ れが
述語 として用 い られ る形式 を指導す る とい うよ うに段 階的 に分 けて指導 す
るほ うが効果的 である。「この花 は赤 いです。」「この花 は きれいです。」 の
二つ の文 では形 の上 か らは区別す ることが できず,「赤 いではあ りませ ん。」
あるいは 「きれ くないです。」 とい うよ うな誤 りが起 こ りやすい。
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動目 詞 文
文の構造 の点 か らみれ ば,動 詞文 は上 の名詞文 ・形容 詞文 と異 な り非常
に多岐,にわたる。 そのためもあってか,従 来動詞文 の提 出は存在 を表わす
「ある ・い る」 を除 き,か な り後 まで持 ち越 され た傾 きが あった。 しか し,
動 詞はものの動作 ・推移 ・状態 などを表わす語 としてその重 要性 は認 め ざ
る をえな い。動詞文 を指導 しなければ非常に限 られ た表現 しかできないこ
とにな るので,最 近 では動詞文 の提出は早 くなっている。
動詞 文の指導 で まず問題 にな るのは格助詞 の指導 である。「伊豆 へ行 く.」
「仔豆 を歩 く。」 「伊 豆で泳 ぐ。」「伊豆 に住 む。」 のように,「行 く ・歩 く ・
泳 ぐ・住 む」 ではそれぞれ異 なった格助詞 が用い られてい る。 ところが,
「北へ(に〉行 く。」「北へ(に)向か う、」「北 ぺ(に)進む。」 な どでは,「行 く ・
向か う ・進む」 とそれぞれ動詞 が異 なっていて も同 じ格助詞 が用 いられて
い る。 この 「行 く ・向か う ・進む4は 移動性 の動作 を表 わす とい う点 で共
通 してお り,そ の移動す る方 向が 「へ(に)」よって表わ され てい る。 この
よ うに,同 じよ うな意味 を持 つ動詞 を述語 とす る文 では,その構 造 に積極 的
に閣与す る要素 は共通す ると言 え る。 「歩 く ・通 る ・越 える」 な どの動詞
群 では,同 じく移動性 の動作 を表 わ しているが,こ の揚 合にはそ の移動の
行 われ る空間が問題 とされ,そ れ が 「を」 によって表 わ されてい る。 この
よ うな動詞 とそれ に固有の格の関係は,表 現 面には現 われな くて も論理的
な関係 として常に内在 す るもので ある。 この よ うな観 県か ら,動 詞 と格 の
関係 を整理 し類型 化す ることが可能であ る。た とえば,上 の 「行 く ・向 か
う ・進む」な どでは,そ の動作 を行 うものはだれ か,ま た,そ の移動す る
方 向が どち ら(どこ)かとい う二 つの要素 が構文上不可欠 σ)要素 として要求
されてお り,
,ガ_,へ(二)行 く(来 る ・向 か う ・進む など)
という文型 として とらえるこ とができる。 また,「 あ る ・い る」で は,そ
の存在す るものは何 か,存 在す る場所 はどこか とい う二 つの要素が要求 さ
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れ,るこ とカΣら
・ガ..・二あ る(い る ・住 む ・残 る ・留 まる など〉
とい う文型 として とらえる とい うよ うに,そ れぞれ整理 してい くこ とがで
きる。 この よ うな文型で指導 するこ とは,そ の動詞 の表 わす意味 と文構造
とのかか わ りあい を理解 させ る上 で大切 であ る と考 え られ る。但 し・一つ
の動詞 が常 に一つ∂特徴 的な構文形式 をとる とは限 らな い。 その動詞が多
義的であれば,そ のそれぞれの意味 に応 じて構 文上 の制約 が表 われ るこ と
は当然 であ る。 た とえば,「尋ね る」 は 「質問 す る」 意 であれ ば 「田中 さ
んに尋 ね る。」 で あり,r入に会.うためにその家 へ行 く」意 な らぱ 「田中 さ
んを尋 ね る。」 となる。 そ こで用 い られ る動詞 の表 わ す 意味 に よって要求
され る要素 がそれぞれ異 なって くるわけである。
このよ うな文型 に よる指導法 はまた同時 に,そ れぞれの格助詞 の担 う意
味 を的確 に把握 させるためにも最 も効 果 がある。特 に格助 詞のちがいだけ
で表現 内容 が異 なってい るような文 の理 解 には,そ の基礎 として文型練習
が十分行 われてい る必要 がある。
私 は この言舌を田中 さん にした。
私 は この話 を田中 さん とした。
この両者 のちが いの理解の前提 としては
a,...ガ,,.二言 う(教 える ・質問す る ・伝 え る ・頼 む ・あ や ま る)
な ど
b....ガ...ト結婚 する(テ ニ ス をす る ・競争す る ・待 ち合わせ る〉
な ど
の指導 が必 要であ る。aは 相手 に しむ け られ る行為 であ 弘bは 動作 の主
体(...ガ〉だけでは成 り立 たない,常 にだれ か と共 同で行 う行為で ある。
abそ れ ぞれに どんな動詞 を選んで指導す るか,そ れ ぞれの格助詞 に最 も
適 した動詞 との結 びつ きで練習 を繰 り返 す こ とがポイ ン トである。 この段
階 で基本的 な用法 をしっかP身 につけ させ るこ とができれば,一 歩進 んで
「友 だ ちと約束 し」て も 「神 に誓 う」 のだ とい うことや 「電柱 とぶつか る」
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のではな く 「電柱 にぶつか る」 のだ とい うような理解 も容易 であろ う。場
所 を表 わす 「に」 と 「で」 の使 いわけの指導 も同様 である。
L門 の前 に車 をとめておいた。
2・ その角 で とめて くだ さい。(タ クシーの運転手 に)
3・ 学校 に残 って練習す る。
4・ 学校 で残 って練習す る。
上 のL2の 文での 「に」「で」の使 いわけや,3・4の 文 での 「学校 に」「学
校 で」 がそれぞれ何 を修飾 してい るか な どの理解 の ため には
,ガ..r二あ る(い る〉
、ガ..一デす る
の文型練習で 「に」 「で」 の意味 ・用法が身 につい ていなけれ ばな らない。
さらに動詞 文の指導 での問題 点は 自動 詞 と他動詞 との区別 であ る.動 作
作用がその及 ぶべき客体概念(対象)を必要 とし,そ れが 「・一 ヲ」 の形 で
示 され るか否 か とい う点か ら,そ の区別 は 「子供が並ぶ」 「私 が本 を並 べ
る」の よ うな形 で指導 す るが,「.,.ヲ」 のついた語 を とる動詞 が必ず し
も他動詞 ではない とい うことがあ る。「山 を登 る ・道 を渡 る」・「家 を出 る・
バスをおPる 」 な どの類 である。 このよ うな点 か ら,目 本語 では 自 ・他 の
区別 をす る必要が ない とい う意見 もあるが,存 在態 を表 わす 「～てい る」
「～て ある」 の使 いわけには両者の区別 を指導 してお く必要 があ る、
子供が並ぶ → 子供 が並 んだ → 子供が並んで いる
私が本 を並べ る → 私 が本 を並 べた → 本 が並ぺ てあ る
＼ 私 が本 を並 べている(進行態)
また,他 動詞で注意 しなけれ ばならないのは,「.一 ヲ」 で表 わ された
動作 の及ぶ対象 が意 昧の上 か らは細分 され ることであ る。 しば しば例 にあ
げ られ る 「臼 を挽 く」「豆 を挽 く」「粉 を挽 く」 の ように,「臼」「豆」「粉」
が それぞれ 「撞 く」 とい う動 作の対象 であ るが,「 臼」 は手段 としての対
象,「豆」は材料 としての対象,「粉」 は行為 の結果 としての対象 とい うよ
うに分 け ることができる。 そ して,手 段 としての対象,行 為 の結果 として
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の対象 はそれぞれ 「臼で挽 く」「粉 に挽 く」 とい う表現 をと りうる。 また,
これ らが共存す る揚合 には 「臼で豆 を粉 に挽 く」の ように,最 も直接 的な
変化 を与 える ものが 「,_ヲ 」 によって表 わ され,そ れ以外 の対象 はそれ
ぞ れの意味 に応 じて 「で」 な り 「に」 な りで表 わ され るのである。 この よ
うに状況 の とらえ方如何 に よっては他 の格 に変 わ るとい うヲ格 の特殊 性は
指導上注 意 雪べ き点であ る。「布 を縫 う」 と 「洋服 を縫 う」,「本 をさが す」
と 「へや をさがす」 の対 象のちがいや,「水 を沸 かす」 のではな く 「お湯
を沸かす」が 目本語 の一般的な表現 であ る とい うよ うなことを私 た ちは と
もすれぱ見落 しが ちで ある。
5。む す び
以上,文 型を主 として構文の面か ら見てきた。文型は 「文の構造に関す
る面」 とr表現意図に関する面」の両面から考えねばならぬが,目 本語学
習における文型 とは 日本語の表現形式 を学ばせるためのものであ窮 それ
は同時に文法指導でもあるという点から言えぱ,ま ず構文の面一素材間の
関係一 を中心に考えることになろう。上のように格助詞 と動詞 との関係 を
もとに選び出された文型による指導が行われて後,は じめて・ 依頼や命
令 ・禁止 ・勧誘 ・意志 ・推量などの話 し手の表現意図を伴 った種々の表現
形式の提示が可能 となる.特 に表現意図は主 として文末の形式のちがいに
よって表わされ るという日本語の特徴にもよる。 また一方,単 文か ら順
次,連 体修飾節 をあるいは連用修飾節を含む文型の指導へ と進めてい くた
めにも,そ れぞれの構造がまず把握 されていなければならない。 さらに,
係助詞(「は」の指導 は別 であるが),副助詞なども格助詞の構文上の役わ り
が十分 に習得 された上で提示しては じめ てそ の機能が理解 されるのであ
る。
文型指導 とはごく基本的なものか ら複雑 な階段へ と一つ一つ積み重ねて
いくものでなければならない。学習者はそのような段階を経て微妙なニュ
アンスのちがいを会得 し,それ らの文型の集 まりとしての目本語 を話 し聞
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くことが,あ るいは読み書 き す る こ とが できるよ うになってい くのであ
る 。
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